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ことばでは語れないもの
　2008年度から始まった共同研究「生の複雑性
をめぐる人類学的研究：『第四世界』の新たな記
述にむけて」は、テーマも具体的ではなく地域も
さまざまであるが、研究の契機は、調査のフィー
ルドで研究者が出会う極めて具体的な経験にあ
る。すなわち、フィールドで出会った単独的・特
異的な出来事や人を一般化された概念やことば
で語ることの暴力性やもどかしさを痛感すると
いう経験である。
　たとえば、「貧困」や「貧困者」という概念は、
援助のためにも必要とされている。けれども、
それはつねに欠損を表すことばである。そもそ
も「貧困」自体が近代につくりだされた概念であ
るのに、それ以前から存在する生活の営みにも
その概念をかぶせてとらえ、援助という名のも
とにときに暴力すれすれのかかわりを持ってい
く（共同研究員・内藤順子の報告）。また、フラン
スの「マグレブ系移民」というカテゴリーは、大
雑把すぎる括りで、世代がくだるにつれ、与え
られたイメージに対応しつつも状況・時代適応
的な変化をおこしており、現実の生の複数的なありかたをと
らえそこねている（同・植村清加の報告）。あるいは、アイヌの
ごくふつうの日常には興味を示さず、差別問題を訴えて差別
の悲惨さを語るアイヌの姿に目を輝かすシャモ（日本人）にう
んざりしているアイヌの民族運動家たちも、状況に応じてと
きどき「アイヌ」になる（同・関口由彦の報告）。そして、フィジー
における伝統から逸脱したハズレ者たちであるラミからさら
にはずれたラミ退会者は、結局は「ふつう」の都市型生活者に
みえるが、それは単純な伝統から近代への移行とは捉えられ
ないし、ハズレ者として捉えることもできない（同・丹羽典生
の報告）。さらに、ケニアで国内の民族紛争のために難民化し
たサンブル人が一見すると伝統的な大集落ロロラを形成して
いるが、これは「伝統回帰」という捉えかたでは理解できない

（同・湖中真哉の報告）。

「第四世界」から「第四世界的状況」へ
　このように一般化されたカテゴリーや概念からさまざまに
はみ出ている世界や対象を、この共同研究では、とりあえず

「第四世界」と呼んでいる。第四世界とはもともと、第一世界
の内にある第三世界の様相を指していた。メンバーである棚
橋訓の整理によれば、現在では第三世界というラベルからは
はみ出るような世界のありかたすべてにこのラベルが貼りつ
けられるようになり、いわば残余カテゴリーとして、社会的
に排除された周辺的存在を何でも放り込めるブラックボック
スと化した概念となっている。もちろん、「第四世界」という場
やそこに生きる人びとに対しても、さらに細かい区分がなさ

れ、あるいは新たな概念が創り出されていく。けれども、「第
四世界」と呼ばれている場に暮らす人びとは、それらのカテゴ
リーを生きていながらも、それらのカテゴリーからのズレや
はみ出しをも同時に生きている。そうしながら人びとは、「第
四世界」という枠組みにおけるものとは別のものを生み出し
ている。私たちはそのような状況を「第四世界的状況」と呼び、
一般化された概念やカテゴリーを実体化したり細分化したり
することによってリアリティを認識・表象するのではなく、
特定の場面に結びついたアクチュアリティとどのようにかか
わり、どのように記述するかということを課題としている。

アクチュアリティを記述する
「第四世界的状況」のアクチュアリティを記述するという課
題にとって、「第四世界」に代表されるような欠損を表す概念
やカテゴリーを、そしてそれらを用いた表象を単に間違って
いるものとして批判したり、人びとを排除するものとして破
棄したりするだけではすまされない。それらはグローバルな
言説空間において実体化されており、そこにコミットするた
めに必要とされるだけではなく、そのような場に生きる人び
とにとっても現実（リアリティ）となっているからである。つ
まり、その枠組みに押し込められた存在は「第四世界」に馴染
んで、その枠組みを作り出しカテゴリーを増殖させている他
者の価値観とのあいだに生きており、それらのカテゴリーと
ズレを同時に生きているという「複雑な生」を営んでいるので
ある。
　かといって、「概念やカテゴリーに還元不能な他者」とか、
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「単独な出来事としての経験」とか「語りえぬものとしての生
の複雑性」などと、ネガティヴに指し示すだけですますわけに
もいかない。それでは対象となる人びとが営んでいる生や経
験のアクチュアリティには届かないからである。語りえぬも
のであり、概念やカテゴリーに還元不能であることをわかっ
たうえでなお、生の複雑性を描きだす努力の方向として、ま
ずは、前提として言い継がれることばや概念や思考にいちい
ち引っかかること、雑多な日常における実践にたちあいかか
わりながら、その生の複雑性を生活世界の側から具体的に記
述することが必要なのであろう。
　雑多な日常や生活世界から描くというと新鮮味に欠けるよ
うに思われるかもしれないが、問題は、そのリアリティを表
象することではなく、そのアクチュアリティを記述すること
である。アクチュアリティの記述は、固定された場所からの
認識・確認によるリアリティとは違って、他者と具体的にか
かわりつつ、自分の視点をたえず転換させることによってな
される。それは、他者とのかかわりのなかで研究者自身の「自
己」を問い直す作業ともなるだろう。そして、記述そのものが
他者とのかかわりを作りだし、さらにまた別の記述を生みだ
すといったプロセスによって可能となるだろう。
　そのような記述がいかなるものとなるのかという探究はま
だ途上だが、研究会では、そのようなアクチュアリティの記
述のための方向性として、たとえば湖中
は、既成の言説空間で通用する「ガバナン
ス」などの諸概念を、人びとが生活の場で
行なうなけなしの自助努力の経緯にたち
あいながら微細に記述することで、それら
の概念の意味をずらし再構築する、「概念
再構築型記述」を提案している。また、磯
田和秀は、植民地的権力関係の中で植民
者と被植民者が「模倣・擬態」しあうことが
固定された権力関係を揺るがすことに注
目しながら、全体化された枠組みにおけ
る「提喩的想像」（カテゴリーによるリアリ
ティに相当する）に対して、全体化されな
い「換喩的想像」（カテゴリーからのズレに
相当する）を提起している。それは、その
場その時の模倣・擬態のように意味がズレ
ながら連なっている記述といえるだろう。
そして、関口は、「同質的なアイヌ性」など
体現することのない生身のアイヌとの付
き合いを通して、その「生身性」（生の複雑
性）を損なわずに彼らと付き合い、そのか
かわりのなかから記述することを「対話の
手法」と称している。

「第四世界的状況」によって語る
　これらの指摘や招聘講師である關一敏や長谷千代子、川田
牧人、鈴木晋介の各氏からの示唆が積み重なって研究の成果
が形になりつつある。「第四世界」を問題化してその解決に取
り組むことが、むしろ第四世界を支え、保証し、第四世界が
あたかも実在するかのような言説空間へと対象を囲い込んで
しまうのだと。生の複雑性とは、一般化された概念によって
固定的・一面的に捉えると見えてこない生活空間のなかでの

暮らしぶりや馴染みかた、そこで生み出される「何か」につい
ての目配りを促し、既成の言説空間での概念を懐疑的に再構
築していくという方向づけをするためのタームにほかならな
い。その研究の意義は、「第四世界」に代表されるような概念の
見直しの必要性を示し、その概念とはズレる現実（アクチュア
リティ）を「第四世界的状況」と捉え、既存の言説空間に対して、

第四世界的状況「について」のリアリティの
記述ではなく、第四世界的状況「によって」
語ることにある。
　さきに、生活の場における他者とのかか
わりのなかからの記述がまた新たな記述を
生むと書いたが、それはこの共同研究の在
り方と重なっている。参加している各世代
の研究者が、それぞれの感覚を大事にしな
がら、固定された枠組みも物語もなしに、
ちょうど連句のように、前の研究報告を受
けた研究報告の連なりが、全体化されるこ
となくかたちをなしていく研究会になっ
ている。この研究会の在り方は、固定され
たカテゴリーからズレていくアクチュア
リティそのものであり、そのアクチュアリ
ティを記述するやり方にもなっている。と
いうよりそれは、わたしたちの世界との付
き合い方にほかならず、記述することは世
界とどう付き合うかということのひとつで
ある以上、そのなかからしか「新たな記述」
は生まれないとわたしたちは考えている。
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